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　その後、北さんが創価大学に赴任されて東京に行かれてからは交遊の機会が減ったが、２人が
経営史学会の富士コンファレンス運営委員に命じられてから再び顔を合わせることが多くなった。
富士コンファレンスとは、谷口工業奨励財団から資金的援助を受けて、経営史学会が始めた経営
史国際会議（富士山麓で開催したことから「富士コンファレンス」と命名）のことで、1974 ～
78年の第１期に続いて、1979年から第2期が始まった。９人の運営委員は 30代半ばから 40代前
半の人たちが中心だったが、国際学会に習熟する若手研究者を育てようとの意図から、会議の準
備、運営にあたるだけでなく、報告者、コメンテーター、司会者として毎回出席することが義務
づけられた。会議は毎年１月の５～８日に開かれたので、国際経験の乏しい私にとっては、この
５年間はお屠蘇気分にひたる余裕もない憂鬱な正月であった。
　これにひきかえ、北さんはスコットランド仕込みの語学力を駆使して、会議中のアカデミック
な議論ではもちろん、食事時や懇親会、さらにコンファレンス前後の外国人研究者の観光案内、
接待などで八面六臂の大活躍をされた。私にとってこの運営委員は得がたい経験となったが、そ
れは北さんに多々助けていただいたお蔭と今でも大変感謝している。
　その後の北さんの活躍も瞠目すべきものがある。40歳前後で『国際日本を拓いた人々―日本
とスコットランドの絆―』と『近代スコットランド経済史研究』の２冊を相次いで刊行されたの
には驚き、また刺激を受けたが、その後も人並み以上に多くの書物を出版されている。研究者と
して敬服するほかはない。これに加えて、創価大学の国際交流分野での任務や、長年、プロ選手
を輩出するほどの強豪野球部の部長をされたことなど、通常の大学教授の何倍もの仕事をされて
きたのである。このようなエネルギッシュな活動、私など及びもつかないものである。
　若き日に共に学び、遊んだこの友の素晴らしい活躍に喝采を贈りたい。
